
　
　

今
は
昔
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん

　

写
真
は
昭
和
三
十
一
年
四
月
十
日
の
春
季
大
祭

当
日
に
詣
で
る
人
波
の
様
子
で
す
。
手
前
の
木
立

が
当
社
で
祭
礼
大
幟
と
石
燈
籠
が
見
え
ま
す
。

　

昭
和
の
丹
後
の
繁
栄
ぶ
り
を
象
徴
す
る
か
の
様

な
風
景
で
、
露
店
が
軒
を
連
ね
る
本
通
り
は
参
拝

の
人
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
丹
後
の
人
々
に
と
っ
て
春
夏
の
こ
ん
ぴ

ら
参
り
は
年
中
行
事
の
一
つ
で
、
他
に
は
然
し
た

る
楽
し
み
の
な
い
慎
ま
し
い
暮
ら
し
の
中
で
心
待

ち
に
す
る
晴
れ
の
日
で
し
た
。
町
内
の
家
庭
で
は

親
類
縁
者
を
招
き
、
祭
り
御
馳
走
と
い
わ
れ
た
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
祭
当
日
に
は
ご
神
威
を
授
か
ろ
う
と
一
同
総

出
で
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
際
何
よ
り
の
楽
し
み

が
露
店
で
す
。
本
通
り
か
ら
境
内
参
道
ま
で
び
っ

し
り
軒
を
連
ね
、
石
段
の
途
中
や
本
殿
裏
に
ま
で

並
び
、
香
具
師
が
い
か
が
わ
し
い
薬
な
ど
を
口
上

宜
し
く
売
り
、
「
ロ
ク
ロ
首
の
娘
」
「
河
童
の
お

化
け
」
な
ど
の
見
世
物
小
屋
が
あ
り
、
広
場
に
は

サ
ー
カ
ス
の
興
行
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
を
見
る
だ
け
で
当
時
の
熱
気
が
伝
わ
り
、

お
祭
り
気
分
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

写
当が

　
なの

　
ら
参

る
楽

ち親理
　

出が
露

し
り

並
び

宜
し

化
け

サ
　

写
お
祭

第 ２３ 号平成27年７月



　

大
正
十
四
年
峰
山
駅
が
完
成
し
峰
山

線
が
開
通
し
た
際
に
は
、
町
を
挙
げ
て

大
変
盛
大
な
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
社
例
祭
神
輿
渡
御
も
十
月
十
日

の
日
程
を
変
更
し
開
通
式
典
に
合
わ
せ

て
十
一
月
四
日
に
行
わ
れ
、
神
輿
と
と

も
に
町
内
の
屋
台
が
総
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
三
日
開
通
当
日
に
は
新
築
駅

舎
の
前
に
大
テ
ン
ト
を
張
り
、
千
五
百

名
が
参
列
す
る
中
開
通
式
典
と
祝
宴
が

営
ま
れ
、
新
地
の
芸
妓
衆
五
十
名
が
新

作
の
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
し
、
翌
日

に
は
神
輿
山
車
屋
台
の
総
巡
行
を
は
じ

め
芸
妓
衆
の
披
露
や
青
年
団
に
よ
る
仮

装
行
列
な
ど
が
賑
々
し
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
時
の
京
都
日
日
新
聞
の
記
事
に
は
、

「
峰
山
町
で
は
朝
早
く
か
ら
煙
火
を
打

揚
げ
町
民
は
業
を
休
み
各
戸
に
満
幕
や

紅
提
灯
を
吊
し
又
各
区
内
か
ら
十
数
台

の
屋
台
を
曳
き
出
し
名
賓
共
に
歓
喜
の

頂
上
に
達
し
道
行
く
人
も
萬
歳
を
歓
呼

し
つ
つ
踊
り
廻
り
此
日
の
人
出
二
萬
餘

名
と
称
さ
れ
真
に
同
地
方
に
於
け
る
未

曽
有
の
大
賑
ひ
を
呈
し
た
。
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
車
屋
台
だ
け
で
な
く
神
輿
ま
で
も

が
日
程
を
変
え
て
巡
行
し
た
こ
と
は

驚
き
で
す
が
、
当
時
の
祭
礼
は
行
政

も
町
民
も
神
社
も
一
体
で
行
わ
れ
て

い
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超

え
た
盛
大
な
行
事
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

　

祭
礼
に
出
動
し
た
山
車
は
、
吉
原

の
太
刀
振
、
不
断
の
神
楽
、
泉 

冨
貴
屋 

上 

室 

白
銀 

御
旅 

織
元
の
山
屋
台

七
基
、
杉
谷 

浪
花 

呉
服 

堺
の
芸
屋

台
四
基
で
計
十
三
の
町
が
参
加
し
た

と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

一
年
半
後
に
起
き
た
北
丹
後
大
地
震

に
よ
り
二
基
を
遺
し
て
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
峰
山
駅
開
通
祝
賀
行
事
が
記

録
映
画
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
十
年
も
前
の
も
の
な
の
で
上
映
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
フ
イ
ル

ム
か
ら
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

山
上
絵
馬
舎
に
掲
げ
る
祭
礼
図

（
題
字
の
背
景
図
）
と
同
規
模
の
総

巡
行
が
最
後
に
執
行
さ
れ
た
様
子
が

動
画
で
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

失
わ
れ
た
屋
台
の
動
く
姿
を
見
て
み

た
い
も
の
で
す
。

 　
 

峰
山
駅
開
通
と
山
車
屋
台
有
終
の
姿

峰
山
駅
開
通
と
山
車
屋
台
有
終
の
姿

貴
屋台芸

屋
し
た

こ
の

地
震

て
し

が
記

ま
す
。

映
す

イ
ル

れ
て

図の
総

開通記念式典・祝宴会場 峰山駅へ到着する汽車 新築の峰山駅舎

当時の人々の様子

神社神輿の渡御吉原の太刀振　幟には京極家の紋 御旅の三輪山

新地の芸妓衆 新作「峰山節」の総踊りを披露青年団の仮装行列

        

大
正
と
昭
和
の
峰
山

大
正
と
昭
和
の
峰
山

　

昭
和
三
十
年
代
、
丹
後
は
ち
り
め

ん
産
業
の
好
景
気
に
沸
き
、
人
々
は

商
い
や
買
い
物
に
中
心
街
の
峰
山
を

目
差
し
て
集
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は

想
像
も
で
き
な
い
光
景
で
す
が
、

い
つ
か
ま
た
こ
ん
な
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
日
は
訪
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

左
下
写
真
と
表
紙
写
真
を
比
べ
る

と
震
災
前
の
大
正
期
と
後
の
昭
和
の

町
並
み
風
景
の
対
比
が
で
き
ま
す
。

　

震
災
で
全
て
無
く
な
っ
た
町
が
復

興
を
果
た
し
、
大
き
く
栄
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

大正時代に撮られた震災前の峰山町

昭和36年　御鎮座150年祭に沸く町内

昭和３0年代　春季大祭当日の様子

大正時代の浪花 本通り北向
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地
区
評
議
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指
名
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議
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地
区
委
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元
町
区　

川
島
三
次　

山
下
重
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金
安
義
孝

 

一　

区　

阿
武
克
宜　

岡
崎
一
芳　

 

吉
岡
博
泰

 

 

　
　

田
中
修
一
郎

 

二　

区　

和
田
三
郎　

池
田
芳
昭
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吉
田
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安
田
清
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邦
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岩
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岩
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也

 

十
二
区　

増
田
和
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小
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守

 

十
三
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赤
井
鐵
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松
本
鐘
三
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健
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望

 

十
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十
六
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植
垣
齋
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廣
野
勇
夫 

 

十
七
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粂
山
敏
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岸
本
博
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由
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隆
彦

 

十
八
区　

谷
川
朋
彦　

矢
谷
平
夫 

  

真
岡
修
治


